
静
か
な

痛
み
の
中
で

6歳になるパン屋の孫娘は、シリアでの生活の方
が長く、故郷イラクの記憶はほとんどないという

Syria
［シリア］
 文・写真＝安田 菜津紀（フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.24



街を一望できるカシオン山からの眺め。週末にはイラク人たちも、気晴らしに夕日を見にやって来る

AB

C

DE

C.ジャラマナの繁華街入り口。ここで暮らすイラ
ク人は4万人近いともいわれている
D.サンムーンを焼くバグダッド出身の老人。イラ
クで若いころから営んでいたパン屋は、治安の
悪化で手放したのだという
E.店頭に並べられた焼き立てのサンムーンは、
あっという間に売れていった

シ
リ
ア
首
都
ダ
マ
ス
カ
ス
。か
つ
て
交
易
の
中
継

地
と
し
て
栄
え
た
こ
の
街
で
は
、何
世
紀
も
の
時
を

経
た
歴
史
あ
る
建
物
や
遺
跡
を
至
る
と
こ
ろ
で
目

に
す
る
。

南
へ
車
で
15
分
、ジ
ャ
ラ
マ
ナ
と
呼
ば
れ
る
小
さ

な
繁
華
街
に
着
い
た
。住
人
の
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
こ
の
町
。イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
安
息
日
で
あ

る
金
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。商
店
街
を
進
む
と
パ
ン
の
香
り
が
漂
い
始
め

た
。店
頭
に
並
ぶ
サ
ン
ム
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
そ
の
パ

ン
は
イ
ラ
ク
の
伝
統
食
だ
。次
々
と
集
ま
っ
て
く
る

お
客
は
イ
ラ
ク
人
。こ
の
店
は
彼
ら
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ラ
マ
ナ
に
は
、２
０
０
３
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
以

来
、キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
た
め
に
迫
害
を
受
け
、

シ
リ
ア
へ
逃
れ
て
き
た
イ
ラ
ク
難
民
た
ち
が
数
多

く
暮
ら
し
て
い
る
。あ
る
店
で
は
、５
人
の
娘
を
抱

え
る
母
親
が
窮
状
を
訴
え
て
い
た
。「
掃
除
婦
を
し

て
い
ま
す
が
、給
料
は
３
カ
月
も
支
払
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。体
力
も
限
界
で
す
」。

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

に
よ
る
と
、現
在
約
１
８
０
万
人
の
イ
ラ
ク
人
が
国

外
に
逃
れ
て
い
る
。う
ち
、シ
リ
ア
国
内
の
イ
ラ
ク

難
民
は
１
０
０
万
人
以
上（
シ
リ
ア
政
府
発
表
）。

働
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
彼
ら
。国
連
の
支
援
を

受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、イ
ラ
ク
に
戻
る
か
、不
法
労

働
す
る
し
か
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。そ
れ
故

に
、搾
取
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

A.オールド・ダマスカスの路上では、チャイの売り
子たちによく出くわす
B.ダマスカスの中心にあるハミディア商店街。シ
ルクロードが栄えていた時代の様相が今も残って
いる



F.ハミディア商店街の
近くでは、旧政権時代
に使われていた三ツ星
が入ったイラク国旗の
たこが揚げられていた
G.イラクで起こった自
爆攻撃のニュースを見
るオマル（22）とファラ
（25）のきょうだい。両親
は難民申請が受理され
てアメリカに飛んだが、
彼らにはいまだその兆し
はない

地球ギャラリー 
vol.24

３
人
の
子
ど
も
を
抱
え
る
ア
イ
シ
ャ（
37
）も
、３

年
前
に
シ
リ
ア
に
や
っ
て
来
た
。貯
金
と
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
か
ら
の
支
援
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。

「
夫
は
何
者
か
に
誘
拐
さ
れ
、焼
死
体
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。バ
グ
ダ
ッ
ド
は
も
は
や
、私
た
ち
キ
リ
ス

ト
教
徒
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」

公
立
の
学
校
に
通
う
３
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

言
葉
の
微
妙
な
違
い
な
ど
か
ら
孤
立
し
が
ち
だ
と

い
う
。「
長
男
の
ビ
サ
ン（
15
）は
父
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
記
憶
で
苦
し
み
、末
っ
子
の
サ
リ
ー（
６
）は

な
ぜ
自
分
が
こ
こ
に
い
る
の
か
さ
え
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。私
自
身
は
、こ
の
国
で
誰
を
信
用
し
て
よ

い
の
か
、不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
」
。
何
よ
り

彼
ら
を
追
い
詰
め
て
い
た
の
は
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
か

ら
の
疎
外
感
だ
っ
た
。

難
民
で
あ
る
彼
ら
の
多
く
は
、シ
リ
ア
に
定
住
す

る
の
で
は
な
く
、シ
リ
ア
を
経
由
し
第
三
国
へ
移
住

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。し
か
し
07
年
ま
で
の
３
年

間
で
第
三
国
定
住
を
果
た
し
た
の
は
、わ
ず
か
に
１

万
５
０
０
人
。ほ
と
ん
ど
の
イ
ラ
ク
難
民
が
あ
て
の

な
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

目
に
見
え
る
戦
火
に
は
世
界
の
関
心
が
集
ま

る
。し
か
し
、隣
国
で
安
全
が
得
ら
れ
る
地
へ
の
旅

立
ち
を
待
ち
続
け
て
い
る
難
民
の〝
静
か
な
痛
み
〞

に
は
、な
か
な
か
光
は
当
た
ら
な
い
。

開
戦
か
ら
７
年
が
た
ち
、米
軍
の
撤
退
が
さ
さ

や
か
れ
る
イ
ラ
ク
。彼
ら
の
中
で
は
ま
だ
、戦
争
は

終
わ
っ
て
い
な
い
。

J.放課後、サリーの勉強を手伝うムハンマド（20）。こうしてイラク人同士が家族の枠を超えて
支え合いながら、子どもたちを守っている
K.ムハンマドは17歳のときにシリアに逃れてきた。住まいの電気代は辛うじて支払えているが、
水道は止められている。「死んでもいいから家族のいるイラクに戻りたい」とシリアでの生活のつ
らさを語る
L.ジャラマナの中心にある教会は、ここに暮らすイラク人が集うことのできる貴重な場だ

H.アイシャが日々抱える不安を和らげるのは、
末娘サリーの存在
I.アヤ（2）はバグダッドから逃れてきた両親のも
と、シリアで生まれた。シリア滞在が長くなってし
まった難民が、さらに難民を生んでいく

GHI

J

K

L

暑さが和らぐ夕方近くになると、ジャラマナの町にも子どもたちの笑い声が響き渡る

F



首都 ： ダマスカス
面積 ： 18.5万ｋ㎡（日本の約半分）
人口 ： 1,990万人（2007年）
公用語 ： アラビア語
宗教 ： イスラム教85%、キリスト教13% 
1人当たり国民総所得（GNI）： 1,760ドル（2007年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、ドバイ、ヨーロッパ、トルコ経由が一般的。
通貨 ： シリア・ポンド（SYP）　1SYP=約1.9円（2010年8月現在）
気候 ： 地中海沿岸部の地中海性気候と、内陸部の砂漠性気候に分かれて
おり、雨期（11～3月）、乾期（4～10月）がある。7～8月は30度以上と高温だ
が、12～2月は氷点下まで下がり、雪やみぞれが降ることもある。

Syria
シリア

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

水資源の管理と
人材育成で
中東地域の安定を
希少な水資源の管理と効果的な利用が課題となっ
ているシリア。JICAは長年にわたり、同分野への協
力に取り組んできた。また、難民の受け入れなどで、中
東地域の平和と安定に重要な役割を果たす同国と
共に、周辺国への支援も行っている。

　近年は、平均4.5%と高い経済成長
率を維持するシリアだが、人口増加率が
約3％と高い上、イラク難民の流入や急
激な都市化に伴い、水不足や環境汚染
の進行に直面している。こうした問題の
解決に向けて、JICAは主に、水資源の
管理と効率的な利用、環境保全、経済
基盤整備に加え、地域安定化の促進に
つながる人材育成支援を行っている。
　一年を通じて降水量が少なく、水資
源が季節的・地域的に偏在するシリア
では、水は貴重な資源。しかし、人口過
多や都市化の影響から、水質汚染や水
不足が深刻だ。また、国際河川であるチ
グリス川、ユーフラテス川を水源とする
ため、シリア国内での水使用量が、下流
の近隣国にも大きく影響する。そこで
JICAは、シリアの水消費量の約80％を
占める農業分野で節水し、効率的な水

利用を促進する技術協力「節水灌漑農
業普及プロジェクト」を2005年から実
施。全国4県を対象に、JICA専門家に
よる指導や国内外での研修を通じ、農
業普及員や灌漑専門技術員の育成、
モデル圃場の設置・運営、節水灌漑手
法や教科書の普及体制構築などを支
援している。
　一方、中東地域の十字路に位置し、
周辺諸国と政治的・経済的に深いつな
がりを持つことから、多くの難民を受け入
れている同国。中東地域の安定化促進
に向けて、JICAはイラクやアフガニスタ
ン、パレスチナからの難民を対象に、シリ
ア政府や国際機関と連携し人材育成
支援を展開している。紛争による電力イ
ンフラの破壊と技術者の減少が原因
で、需要の半分程度しか電気を供給で
きていないイラクに対しては、シリア電力

省と協働で「ジャンダール電力研修所」
にイラク人研修員を招へい。火力発電
所の設備機器の調整・修理・メンテナン
ス、工作機械の操作など、発電所の運
営に必要な技術を伝えている。JICAは
こうした支援を通じて、イラクの安定した
生活環境づくりにも貢献している。

灌漑農業の普及活動の
一環として、圃場の小型
模型を使い、節水灌漑
農業の重要性を農民に
説明する農業普及員

ヨーグルトソースの水ギョウザ
「シュシュバラック」

シリア料理

地球ギャラリー
Vol.24

　

朝
食
と
夕
食
は
軽
め
に
と
り
、午
後
３
時

ご
ろ
に
遅
め
の
昼
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
の
が

シ
リ
ア
の
食
文
化
。朝
と
夜
は
野
菜
、昼
は
肉

類
を
使
っ
た
お
か
ず
が
一
般
的
で
、味
付
け

は
、ト
マ
ト
、ザ
ク
ロ
、ゴ
マ
、ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

の
ソ
ー
ス
が
ベ
ー
ス
と
な
る
。家
庭
で
は
ナ
ン

や
ラ
イ
ス
と
と
も
に
、色
鮮
や
か
な
料
理
が

10
種
類
以
上
食
卓
に
並
ぶ
。

　

東
京
・
池
袋
駅
よ
り
徒
歩
８
分
の
所
に
あ

る
ア
ラ
ビ
ア
料
理
店「
パ
ル
ミ
ラ
」は
、全
国
で

も
数
少
な
い
シ
リ
ア
料
理
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
が

そ
ろ
う
。中
東
の
美
し
い
小
物
や
装
飾
に
あ

ふ
れ
る
店
内
は
、つ
い
日
本
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
。食
事
の
ほ
か
に
も
、水
た
ば
こ

が
体
験
で
き
、毎
週
水
・
金
・
土
曜
日
に
は
ベ
リ

ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
店
の
人
気
の
一
品
が
ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー

ス
の
水
ギ
ョ
ウ
ザ「
シ
ュ
シ
ュ
バ
ラ
ッ
ク
」。濃
厚

な
ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス
の
独
特
の
酸
味
に
食
欲

を
そ
そ
ら
れ
、ギ
ョ
ウ
ザ
の
は
し
も
進
む
。バ

タ
ー
ラ
イ
ス
と
の
相
性
が
抜
群
の
一
皿
。

〈
シ
ュ
シ
ュ
バ
ラ
ッ
ク
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

（
ソ
ー
ス
）ヨ
ー
グ
ル
ト
１
ｋ
ｇ
／
水
２
５
０
ｍ
ｌ
／

小
麦
粉
大
さ
じ
２

（
具
）羊
の
ひ
き
肉（
牛
肉
で
代
用
可
）１
０
０
ｇ
／

タ
マ
ネ
ギ
２
分
の
１
個

（
生
地
）水
適
量
／
小
麦
粉
３
０
０
ｇ
程
度

【
作
り
方
】

１
．ヨ
ー
グ
ル
ト
、水
、小
麦
粉
を
合
わ
せ
、か
き
混

ぜ
な
が
ら
中
火
で
沸
騰
さ
せ
る
。

２
．タ
マ
ネ
ギ
を
黄
色
く
な
る
ま
で
い
た
め
、ひ
き
肉

を
加
え
、塩
、コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
付
け
る
。肉
が
半

生
程
度
に
な
っ
た
ら
火
を
止
め
、冷
ま
し
て
お

く
。

３
．生
地
用
の
水
、小
麦
粉
を
、耳
た
ぶ
の
硬
さ
に

な
る
ま
で
か
き
混
ぜ
た
ら
、10
分
ほ
ど
常
温
で

置
く
。

４
．生
地
を
伸
ば
し
、コ
ッ
プ
の
口
な
ど
で
ち
ょ
う

ど
い
い
大
き
さ
に
丸
く
く
り
抜
き
、具
を
包

む
。

5
．ソ
ー
ス
を
温
め
、ギ
ョ
ウ
ザ
を
入
れ
て
、約
７
分

中
火
に
か
け
た
ら
完
成
。

☆
最
初
に
ソ
ー
ス
を
作
る
際
、分
離
し
な
い
よ
う

よ
く
混
ぜ
る
。

in シリア

パルミラ遺跡

イラク

トルコ

ダマスカス

アレッポ

小中学校の就学率96％に対し、通園率が18％と
幼児教育が十分でない。青年海外協力隊員の情
操教育支援を通して、豊かな人づくりを目指す

パルミラ
〒171-0014  
東京都豊島区池袋2丁目58-8 TOビル2F 
TEL ： 03-3981-8293
URL ： http://www.palmyra-ib.com/
17時～23時　
定休日 ： 毎月第1日曜日

灌漑利水に使用するパイプの仕組
みを説明するJICA専門家（左から2
人目）

シリア人電力技術者
から火力発電設備の
維持・管理方法の研
修を受ける、イラク人
研修員たち

September 2010                         3637                         September 2010


